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まさきの わ だ い

　セキスイハイム中四国株式会社による 「自転車ワイ
ヤー錠贈呈式」は10月11日、役場で行われました。
　この贈呈式は、県警本部と 「安全まちづくり協定」を
締結している同社が、社会貢献活動の一環として行った
ものです。伊予署管内の自転車被害が本年8月末現在で
35件と目立つことから、自転車ワイヤー錠1,000個が、
伊予地区防犯協会（岡本靖会長）に贈られました。
　贈呈されたワイヤー錠は、防犯に関するイベントなど
で住民に配布し、自転車盗被害防止に役立てます。

自転車盗被害の防止のために
自転車ワイヤー錠贈呈式

       青葉幼稚園児による「稲刈り」は 9月 26日、八束
直司さん＝徳丸＝の水田で行われました。
　この稲は、6月に園児たちが自ら植えたものです。
毎年徳丸農業区の協力の下、田植えから刈り取りまで
を行っています。
　前日までの雨でぬかるんだ田に苦戦しながらも、「刈
れたよ」と笑顔で稲を掲げる園児たち。精米後、地域
の人たちと食べる「おにぎり大会」を心待ちにしてい
ました。

自分で植えた稲を刈ったよ
青葉幼稚園で稲刈り

会員の親睦を深め運動を楽しむ
町老人クラブ連合会「スポーツ大会」

みんなで笑って、長生きしよう
爆笑バラエティ笑

　町老人クラブ連合会（重川源会長）主催の 「スポーツ大
会」は10月11日、松前公園で行われました。
　大会には、最高齢95歳を2人を含む、各地区の老人ク
ラブ会員約230人が参加。輪投げとグランドゴルフの2
競技を行いました。
　開会に先立ち、重川会長が「会員相互の親睦を深め、
競技を楽しみましょう」とあいさつ。その言葉の通り、参
加者たちは真剣に、また楽
しく競技をして、地区を越え
た交流を深めていました。

　65 歳以上を対象とした敬老事業 「爆笑バラエティ笑
ショー

」
は9月24日、文化センターで開催されました。
　ステージでは、西高柳出身の桂三幸さんが落語を披露
したほか、出作出身のひめさぶろうさんも松前寄席に参
加し、町出身者が大活躍。さらに、笑点でおなじみの三
遊亭好楽さんも落語を披露し、会場に笑いを届けました。
　参加した、ひめさぶろうさんの祖母の山本勅子さんは、
「孫を見るのはどきどきしま
した。好楽さんがやっぱり面
白かった」と話していました。

㊤開会式で輪投げをする岡本町長
㊦白熱したグランドゴルフ

㊤落語を披露する三遊亭好楽さん
㊦出演者の多くが参加した松前寄席

　「第8回おたたさんで交通茶屋」は9 月24日、
エミフルMASAKIで行われ、多くの家族連れが訪
れました。
　子育て支援センター会員による親子ダンスでス
タートした同イベントでは、自転車乗車中のヘル
メットの着用率アップを目指し、伊予高等学校演
劇部の生徒が劇を披露。また、愛媛県警バイシク
ルユニットの古谷さんが、ヘルメットの重要性や
日頃から自転車の点検整備を行うことの大切さ
を訴えました。
　その後、おたたさんに装った町交通安全推進
協議会会員と伊予高生が、交通安全グッズと、来
年に迫ったえひめ国体を盛り上げるためPRグッ
ズを配布。訪れた人々に 「事故に遭わないよう交
通ルールを守り、国体の応援に行きましょう」と
呼び掛けました。

　10月15日に行われた秋祭りで、北川原地区の
獅子舞が復活しました。
　北川原地区の獅子が舞ったのは、23年ぶりで
す。廃れた伝統を復活させ、未来へつないでいこ
うと、同地区の三好勝志区長を中心に10人のメ
ンバーが集結。1カ月という限られた時間で、練
習を重ねました。
　そしてお披露目当日、獅子が舞い始めると、子
どもたちは 「すごい」と声を上げながら大はしゃ
ぎ。勇壮な舞いや、同年代の子どもたちの寸劇に
魅了されていました。
　三好区長は、「短い練習期間でしたが、信じられ
ないくらい上手くでき、関わってくれた人たちに感
謝しています。今、北川原で獅子を舞うことがで
きるのは数人しかいません。この機会に多くの後
継者を育て、続けていきたい」と話していました。

㊧オープニングを飾る
親子ダンスを披露　
㊨ヘルメット着用を呼
び掛ける伊予高生　
㊦交通安全と国体を
ＰＲするおたたさん

㊧寸劇。狐の子ども
たちが側転を披露　
㊨北川原獅子舞の
復活に尽力したメン
バー　㊦勇壮な舞い
を見せる獅子

安全なまちづくりに向けて
第 8 回おたたさんで交通茶屋

北川原で復活の舞い
秋祭り「獅子舞」
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